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研究雑話(105)
《アヒル歩き》にみる経月変化の実際、

姿勢反射の発達とリズム運動の習熟 (3)

抗重力機構。障害児教育動作学誌上実習(23)

藤井力 夫

のところで、行きつ戻りつする傾向

が了解できます(事例Eやz)。移

行へのこの壁は、遅れた子どもほど

高〈、厚いようです。

前方都快腿持経系)と後方都値

骨神経系)の対立と同一。図Bに下

肢の諮筋と支配神経の模式図を示L

ました。下肢の神経支配の梢遣は、

蹄躍になると明白です。一つは、膝

関節半伸展位保持に関係する前方部

の大腿神経系 (大腿凶頭筋)、もう

一つは、足関節底屈位保持に関係す

る後方部の座骨神経系(下腿三頭筋

とl両腔骨筋)です。膝|瑚節半{中展位

と足関節半底溜位の筋緊張持続、向

者における対立と同ーが {アヒル歩

き}の遂況を決めているのです。

段階3から段階4へ の移行段階

3までは、膝関節での支持機能と脇

腰筋での大腿持ち上げ能力が問われ

ます。段階 4への移行は、大腿伸筋

群の増強にと もなって足関節での

底屈位保持が可能になり始めたとい

うことを意味します。

段階5から段階6への移行 段階

4では、足関節底屈位保持に精杯

で、事むほどに膝関節が伸展(.，.立

ち上がってしまいます。段階5で、

底屈位保持での移動が可能です。底

屈保持、とくに前座骨筋での足関節

固定が安定するほどに、膝開j節半伸

展位に関係する諸筋は腰をも浮かし

移動のための諸筋を無理なく発動で

きます。これが段階6で.脱腰筋で

Lっかり躯幹を立て、大殿怖のみな

らず内転や外転に関係する諸筋も

スムー1に利用できるものと考えら

(北海道教育大学教授)

4 足関節 底屈位保持可。同5

底屈位保持による移動。同6 腰部

を持ち上げて移動。同7 後方パラ

シュ トも利用。これらが特徴で喧 。

なぜ、こんなにも明白に、発途上の

一一一一一一一一「 述いが露呈され

るのでしょう。

それは、足底か

らの立ち直りや

骨盤からの傾斜

上肢の保諮伸展

など、姿勢反射

の利用が、下肢

の抗重力機構の

安定具合によっ

ているからです。

前回は、時鋸位移動ー 〈アヒル歩

き〉にみる 7つの発達段階について

お話しました。段繍 l 腰を落とし

てまねる。同2 肩を持ち上げて移

動。同3 膝を持ち上げて移動。同

れます。

これについて、

今回は、 〈アヒ

ル歩き}におけ

る経月変化の実

際からお話した

L、と思います。

経月変化にみ

る連続と不連続

図Aは、年齢

的に散らばった

任意の子ども18

名における18ヶ

円問の経月変化

の実際です。7

つの発達段備を

順番に乗り移っ

ている様子が伺

われます。とく

に段階3から段

階 4への移行、

及び段階5から

段階6への移行
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目下肢諸筋と支配神経の様式図 (骨盤の前 下・後)

大腿ニ頭筋

下腿三頭筋

大殿筋

大向 転 筋
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